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金田町人の動き 

(9月30 日現在） 

世帯数 2, 8 1 9 

人 ロ 9, 697 

男 4,757 女 4,940 

出生 14 死亡 4 

転入 18 転出 22 
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ー

長

寿

を

祝

う

 

金
田
町
敬
老
会
 
福
祉
係
ー
ー
 

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
よ
き
 

日
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
長
 

き
時
代
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
、
ひ
 

た
す
ら
家
庭
の
た
め
、
町
ま
た
 

社
会
の
た
め
に
そ
の
責
任
を
は
 

た
さ
れ
た
、
金
田
町
在
住
の
お
 

年
寄
り
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
 

敬
老
会
が
町
民
会
館
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

今
年
は
大
正
七
年
九
月
十
五
 

日
以
前
に
生
ま
れ
た
、
満
七
十
 

才
以
上
の
方
八
三
三
名
を
、
お
 

招
き
し
ま
し
た
が
、
六
三
〇
名
 

の
い
ず
れ
も
壮
者
を
し
の
ぐ
、
 

元
気
な
お
姿
を
お
迎
え
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

式
典
に
先
だ
ち
会
場
受
付
に
 

お
い
て
満
七
＋
才
以
上
の
方
々
 

に
、
本
町
よ
り
支
給
さ
れ
る
敬
 

老
年
金
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

式
典
は
午
前
に
は
じ
ま
り
、
 

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
 

を
祈
っ
て
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
町
 

長
よ
り
各
種
の
記
念
品
の
伝
達
 

が
あ
り
、
来
年
度
も
元
気
に
て
 

敬
老
会
へ
の
ご
出
席
を
約
し
て
 

式
典
が
終
り
ま
し
た
。
 

そ
の
後
引
続
き
演
芸
が
催
き
 

れ
、
婦
人
会
、
老
人
会
等
の
皆
 

さ
ん
に
よ
る
舞
踊
、
演
奏
も
好
 

評
を
得
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
 

が
出
来
ま
し
た
。
 

最
後
に
婦
人
会
を
始
め
．
関
 

係
者
各
位
の
ご
協
力
を
厚
く
 

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

愛憂亜あ匹種りか一 
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書
 

肇
 

来
 

帯
 

筆
 

豪
 

来
 

米
 

※
金
婚
式
該
当
者
（
五
組
）
 

牛
島
 
ヤ
ェ
ノ
 

殿
 

瀬
尾
直
三
 

雅
子
殿
 

福
田
 
綱
五
郎
 
殿
 

古
本
篤
男
 

輝
子
殿
 

野
田
 

ツ
 

ネ
 
殿
 

大
島
民
之
助
 
幸
枝
殿
 

中
村
 
キ
 

ミ
 
殿
 

平
野
 
誠
 
キ
ミ
子
殿
 

黒
瀬
 

ョ
シ
ノ
 

殿
 

並
川
芳
正
 

マ
サ
子
殿
 

香
月
 
治
七
郎
 
殿
 

※
米
寿
該
当
者
（
十
六
名
）
 

森
 

隣
 
枝
 
殿
 

森
山
 
ト
 

メ
 
殿
 

田
中
 
利
 
男
 
殿
 

宮
本
 
徳
 
忠
 

岩
本
 

コ
マ
ツ
 

峰
本
 
ウ
 

メ
 

福
島
 

マ
サ
ョ
 

飯
野
 

マ
サ
ョ
 

福
原
 
フ
 

シ
 

山
口
 

ホ
カ
エ
 

共
同
募
金
の
ご
協
力
に
つ
い
て
 

さ
て
、
毎
年
共
同
募
金
運
動
に
あ
た
り
ま
し
 

て
は
、
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

今
年
も
例
年
の
と
お
り
、
十
月
ー
十
二
月
ま
 

で
共
同
募
金
運
動
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

本
町
で
は
、
こ
の
募
金
の
配
分
金
を
敬
老
会
 

等
の
老
人
対
策
、
母
子
家
庭
対
策
、
長
期
入
院
 

昭和61年度（61年10月～12月）に募金していただいた 

金額1,5 08 ,280 円に対し62年度共同募金会より 

1 ,3 09 ,800 円の配分金がありました。 

配分金使途明細

項目明細

初盆家庭敬供 

9.3% 

敬老会7..3% 

ホームヘルバー事 

9.2% 

長期入院患者見舞金28.6% 

原爆被爆者見舞金0.9% 

母子福祉事業22.9% 

福祉諸団体助成金 身障 

'4・2％ 福祉事業 

7.6% 

老人福祉事業（敬老会等諸経費） 

初盆家庭敬供 

長期入院患者見舞金 

原爆被爆者見舞金 

母子福祉事業（母子、父子家庭児童の一日里親等経費） 

身障福祉事業（身体障害者各諸事業助成） 

ホームヘルパー事業（寝たきり老人に対する家庭奉仕員派遣経費） 

福祉諸団体助成金（民生委員、遺族会、保護司会等） 

殿殿殿殿殿殿殿 

患
者
の
激
励
、
各
種
団
体
の
育
成
等
の
財
源
と
 

し
て
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
 

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を
尚
一
層
充
実
さ
 

せ
る
た
め
に
も
皆
様
の
温
か
い
思
い
や
り
を
お
 

寄
せ
下
さ
い
。
 

な
お
、
昭
和
六
十
二
年
度
共
同
募
金
配
分
金
 

は
、
次
の
表
の
よ
う
に
配
分
い
た
し
ま
し
た
の
 

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

米
 

米
 

景
 

豪
 

来
 

帯
 

米
 

来
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町
 

金
 

⑧
 

「
金
田
町
交
通
安
全
推
進
大
会
』
 

開

催

さ

れ

る

 

去
る
九
月
ニ
十
一
日
（
水
）
 

金
田
町
民
会
館
に
お
い
て
、
金
 

田
町
交
通
安
全
連
絡
協
議
会
主
 

催
の
下
に
、
 

「
金
田
町
交
通
安
 

全
推
進
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
‘
 

こ
の
大
会
は
、
秋
の
全
国
交
 

通
安
全
旬
間
の
一
環
と
し
て
、
 

金
田
町
で
は
初
め
て
催
さ
れ
た
 

も
の
で
す
。
 

会
場
内
に
は
、
金
田
小
・
中
 

学
校
生
徒
の
交
通
安
全
ポ
ス
 

タ
ー
が
掲
示
さ
れ
、
特
に
優
秀
 

な
作
品
に
は
、
町
長
、
議
長
、
 

交
通
安
全
協
会
長
よ
り
、
表
彰
 

状
と
記
念
品
が
援
与
さ
れ
ま
し
 

た。 
ま
た
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
 

て
「
青
少
年
運
転
者
の
無
謀
運
 

転
を
防
止
し
よ
う
」
等
五
件
を
 

採
択
し
、
交
通
安
全
の
普
及
に
 

努
め
ま
し
た
。
 

今
回
特
別
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
 

ン
と
し
て
、
金
田
保
育
園
園
児
 

に
よ
る
鼓
笛
隊
の
演
奏
と
、
お
 

母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
合
唱
 

で
大
会
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
田
 

川
地
区
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
 

参
加
者
全
員
と
小
学
一
・
二
年
 

生
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
を
行
 

な
い
、
通
行
人
や
ド
ラ
イ
バ
ー
 

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
 

た。 

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
 

積
立
金
の
融
資
を
受
け
て
 

ー

財

 

金
田
町
簡
易
水
道
施
設
整
備
 

工
事
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
 

ら
昭
和
六
十
二
年
度
（
一
部
六
 

＋
三
年
度
完
成
）
の
二
か
年
継
 

続
事
業
と
し
て
二
五
三
、
九
〇
 

〇
千
円
の
年
金
積
立
金
還
元
融
 

資
を
受
け
、
神
崎
地
区
内
に
施
 

工
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
工
事
は
、
恒
久
的
な
公
 

衆
衛
生
の
向
上
及
び
生
活
環
境
 

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
 

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
此
の
度
の
 

完
成
に
よ
り
、
水
質
悪
化
が
解
 

消
さ
れ
、
地
域
住
民
に
充
分
な
 

給
水
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
 

政
 

課

ー

 

尚
、
工
事
費
に
つ
い
て
は
左
 

記
の
と
お
り
で
す
．
 

総
 
工
 
費
 

七
九
三
、
七
五
九
千
円
 

（
財
源
内
訳
）
 

〇
国
庫
補
助
金
 

三
九
六
、
 

一
七
二
千
円
 

〇
県
費
補
助
金
 

一
三
三
、
〇
〇
〇
千
円
 

〇
簡
易
水
道
事
業
債
 

二
五
三
、
九
〇
〇
千
円
 

〇
一
般
会
計
繰
入
金
 

九
、
九
八
九
千
円
 

（
消
火
栓
等
）
 

〇
一
般
財
源
 

六
九
八
千
円
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金
田
小
学
校
に
も
実
り
の
秋
が
ク
 

金
田
小
学
校
の
裏
の
「
実
習
 

田
」
も
実
り
の
秋
を
む
か
え
刈
 

り
取
り
を
待
つ
ば
 

か
り
と
な
っ
た
。
 

小学校便り 

「
実
習
田
」
は
児
 

童
た
ち
に
、
勤
労
 

体
験
学
習
を
さ
せ
 

る
た
め
に
学
校
と
 

永
末
P
T
A
会
長
 

が
企
画
し
、
会
長
 

が
田
（
一
、
四
反
）
 

の
借
り
入
れ
か
ら
 

苗
の
世
話
ま
で
し
 

て
く
だ
さ
っ
た
。
 

そ
の
間
、
職
員
会
議
．
P
T
 

A
委
員
総
会
な
ど
で
具
体
的
な
 

取
り
組
み
を
話
し
合
う
な
か
で
 

「
今
の
子
ど
も
達
は
、
足
の
 

裏
に
泥
を
付
け
る
こ
と
が
な
く
 

な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
通
学
路
 

沿
い
の
水
出
で
い
た
ず
ら
を
す
 

る
児
童
も
い
て
農
家
の
苦
情
も
 

多
く
な
っ
て
い
る
。
自
分
達
が
 

稲
を
育
て
る
こ
と
で
物
や
生
命
 

の
大
切
さ
、
農
家
の
苦
労
を
自
 

然
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
 

る
」
な
ど
、
勤
労
学
習
を
通
し
 

て
以
上
の
様
な
こ
と
が
培
わ
れ
 

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
 

結
論
に
到
達
し
た
。
 

今
日
ま
で
の
主
な
経
過
と
し
 

て、 
〇
六
月
十
一
日
 

校
長
が
全
校
児
童
に
米
作
 

り
の
意
義
と
、
四
ー
六
年
 

生
に
田
植
え
の
要
領
と
植
 

え
方
の
実
際
を
話
す
。
 

〇
六
月
十
二
日
 

二
年
生
 
田
の
石
拾
い
 

一
輪
車
で
二
台
分
 

O
六
月
十
四
日
 

一
年
生
 

田
の
石
拾
い
 

〇
六
月
十
五
日
 

三
年
生
 
田
の
石
拾
い
 

〇
六
月
二
十
四
日
 

田
植
え
・
午
前
中
四
年
生
 

・
午
後
五
、
六
年
生
 

・
箱
洗
い
は
父
母
が
す
る
 

田
植
え
を
初
め
て
す
る
子
ど
 

も
達
は
，
素
足
で
田
に
入
い
り
 

足
裏
の
ぬ
る
ぬ
る
し
た
感
触
に
 

す
べ
っ
て
尻
を
つ
く
子
な
ど
、
 

一
喜
一
憂
す
る
声
が
田
ん
ぼ
の
 

中
に
響
き
わ
た
っ
た
。
ま
た
、
 

田
植
え
は
初
め
て
と
い
う
教
師
 

や
母
親
、
苗
の
さ
し
込
み
方
が
 

浅
い
の
で
浮
き
上
っ
て
い
る
苗
 

田
ん
ぼ
の
中
は
、
さ
ま
ぎ
ま
な
 

光
景
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。
 

※
さ
し
苗
、
除
草
（
一
部
六
年
 

生
）
、
ヒ
ェ
抜
き
、
追
肥
、
 

薬
散
布
な
ど
は
主
に
職
員
が
 

す
る
。
 

〇
九
月
二
十
七
日
 

案
山
子
立
て
（
二
十
七
本
）
 

・
一
、
ニ
年
生
は
代
表
で
 

・
三
年
生
は
全
員
で
（
親
 

子
で
作
っ
た
も
の
）
 

実
習
田
に
取
り
組
ん
で
約
五
 

カ
月
の
間
。
子
ど
も
達
か
ら
、
 

風
が
吹
け
ば
稲
や
案
山
子
の
こ
 

と
を
気
づ
か
う
声
が
聞
か
れ
る
 

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
勤
労
体
 

験
学
習
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

少
し
で
も
、
物
の
見
方
、
考
え
 

方
が
変
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
 

人
権
は
 

み
ん
な
の
力
で
 
守
る
も
の
 

ロ
十
一
月
短
歌
詠
草
ロ
 

公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

喜
寿
過
ぎ
し
恩
師
の
写
真
届
 

き
た
り
か
く
老
い
た
し
と
妻
 

と
言
ひ
合
う
 阿

部
 
重
宏
 

台
風
の
ご
と
く
来
り
て
去
り
 

し
子
が
ま
た
来
年
も
と
電
話
 

か
け
き
ぬ
 

三
村
 
和
子
 

サ
ル
ビ
ア
の
咲
く
家
コ
ス
モ
 

ス
ゆ
れ
る
路
竹
田
の
ま
ち
は
 

花
い
っ
ぱ
い
の
街
 

渡
辺
 
勝
由
 

古
稀
な
れ
ど
展
け
ゆ
く
世
の
 

歯
車
に
か
み
あ
わ
せ
む
と
講
 

話
聴
き
を
り
 井

手
元
智
恵
子
 

さ
く
さ
く
と
落
ち
葉
踏
み
つ
つ
 

山
あ
い
を
歩
く
一
人
の
ひ
と
と
 

き
が
好
き
 

福
田
 

昌
 

つ
ぎ
つ
ぎ
と
計
報
届
き
し
夏
の
 

あ
ら
く
さ
 

日
に
逝
き
し
人
想
ひ
て
雑
草
を
 

刈
る
 

た
ら
 

千
手
佐
起
子
 

み
 

嫁
ぎ
ゆ
く
子
の
姿
見
て
心
充
つ
 

幾
度
か
不
幸
の
つ
づ
き
た
る
後
 

岡
野
富
司
生
 

草
の
道
で
車
窓
に
つ
き
し
か
ま
 

き
り
の
小
さ
き
羽
根
の
ひ
た
す
 

み
ど
り
 

ら
な
翠
 

山
口
 

倭
子
 

機
上
よ
り
大
地
に
蛇
行
す
る
黄
 

河
見
て
北
京
に
近
き
を
中
国
人
 

の
言
ふ
 

田
村
 

武
夫
 

吹
く
風
は
常
の
風
と
は
変
ら
ね
 

田
村
キ
ヌ
エ
 

ど
な
に
と
は
な
し
に
悲
し
さ
さ
 

盆
鱈
を
包
丁
の
峰
で
た
た
き
つ
 

そ
ふ
 

よ
み
が
え
る
 

、《 

ー 

つ
亡
き
母
の
し
ぐ
さ
ふ
と
敵
る
 

小
野
と
め
子
 

佐
竹
喜
久
雄
 

キ
リ
ギ
リ
ス
し
ば
ら
く
や
す
め
 

干
拓
の
五
十
年
経
て
今
も
な
ほ
 
鳴
く
声
で
ね
む
り
に
つ
い
た
夫
 

塩
分
あ
り
て
蟹
の
出
で
く
る
 

を
お
こ
す
な
 

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
探
訪
を
 

実
施
し
ま
す
 

金
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
健
全
育
成
部
会
 

子
ど
も
が
み
ん
な
明
日
の
大
 

人
に
な
り
ま
す
。
今
日
の
大
人
 

は
き
の
う
の
子
ど
も
で
あ
っ
た
 

の
に
、
話
し
合
え
な
い
、
話
せ
 

ば
ケ
ン
カ
と
い
っ
た
親
子
が
増
 

え
て
い
ま
す
。
 
こ
う
し
た
中
で
 

話
し
合
い
を
し
っ
か
り
家
庭
に
 

根
づ
か
せ
る
た
め
、
金
田
町
内
 

の
史
蹟
を
親
子
で
訪
ね
て
、
歴
 

史
や
伝
説
の
話
を
聞
き
、
共
通
 

の
話
題
で
語
り
合
い
ふ
れ
あ
い
 

を
深
め
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
 

心
を
養
う
た
め
、
ふ
れ
あ
い
探
 

訪
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

出
来
る
だ
け
親
子
で
多
数
参
 

加
し
ま
し
ょ
う
。
 

期
日
 

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
 

四
日
 
（
日
）
、
雨
天
の
 

場
合
ス
ラ
イ
ド
で
講
話
 

時
間
 
午
前
九
時
よ
り
十
ニ
時
 

集
合
場
所
 
金
田
町
総
合
会
館
 

探
訪
先
 
松
崎
神
社
ー
清
石
山
 

碧
巌
寺
ー
稲
荷
神
社
ー
 

四
郎
丸
貴
船
社
 

服
装
 
軽
快
な
服
装
、
運
動
靴
 

帽
子
 

携
行
品
 

タ
オ
ル
、
水
筒
、
筆
 

記
具
 

講
師
 
阿
部
重
宏
 
福
田
 
昌
 

さざんか 

田
代
 

稔
 

真
剣
に
進
路
を
語
り
訴
へ
る
生
 

徒
の
姿
は
少
年
な
ら
ず
 

植
木
 
武
文
 

友
の
く
れ
し
小
さ
き
小
さ
き
梅
 

干
の
赤
く
光
り
て
わ
が
目
た
の
 

し
 

福
原
 
照
子
 

こ
と
あ
れ
ば
己
も
忘
れ
立
ち
向
 

ひ
気
お
く
れ
も
せ
ず
老
い
た
る
 

母
は
 

並
川
 
君
子
 

木
犀
の
甘
き
香
り
の
流
れ
き
て
 

登
校
の
子
ら
の
明
る
き
声
す
 

資
料
 
当
日
説
明
資
料
を
配
布
 

鍛
 

刃
逗
舞
 

猛
報
 
嚇
 

リ
ウ
マ
チ
 

教
室
の
お
知
ら
せ
 

福
岡
県
立
嘉
穂
病
院
 

期
日
 

11 

月
2

日
 

〇
リ
ウ
マ
チ
と
は
 

O
リ
ハ
ピ
リ
（
安
静
と
運
動
、
 

関
節
の
保
護
）
 

〇
療
養
相
談
 

12 

月
1
日
 

〇
リ
ウ
マ
チ
の
症
状
と
検
査
 

〇
リ
ハ
ビ
リ
（
温
熱
療
法
ほ
か
）
 

〇
療
養
相
談
 

1
月
 11 

日
 

〇
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
つ
ど
い
 

2
月
1

日
 

〇
リ
ウ
マ
チ
の
診
断
と
治
療
 

〇
栄
養
と
食
事
 

〇
療
養
相
談
 

3
月
1
日
 

〇
リ
ウ
マ
チ
と
社
会
福
祉
制
度
 

4
月
5
日
 

〇
日
常
生
活
の
注
意
と
工
夫
 

〇
懇
談
会
時
間
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

場
所
及
び
連
絡
先
 

福
岡
県
立
嘉
穂
病
院
 

曾
0
9
4
8
1
m
1
3
7
4
0
 

ろ
う
か
、
ま
た
、
毎
月
校
舎
か
 

ら
実
習
田
の
色
づ
く
様
子
を
周
 

囲
の
田
ん
ぼ
と
見
比
べ
な
が
ら
 

刈
り
取
り
（
十
一
月
二
日
予
定
）
 

や
収
穫
祭
（
全
員
で
餅
掲
き
）
 

の
日
の
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
 

に
し
て
い
る
よ
う
だ
。
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マ は「女 と 男」昭和六十三年度婦人問題についての作品募集 
一
 

作 品 対象者 フー 一一 マ 

論 文 
高校生 

一 般 

女と男の 

新しいあり方 

作 文 
小学生 

中学生 

わたしたちの 

男女平等 

ポ ス タ ー 
小学生 

中学生 

わたしたちの 

男女平等 

標 語 

生
生
生
般
 

学
学
校
 

小
中
高
一
 

わたしたちの 

男女平等 

〇
応
募
資
格
 

福
岡
県
に
居
住
す
る
人
に
限
り
ま
す
。
 

〇
応
募
締
め
切
り
 

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
三
十
日
（
水
）
 

（
消
印
有
効
）
 

〇
そ
の
他
 

入
賞
作
品
及
び
応
募
作
品
の
著
作
権
は
福
岡
 

県
に
帰
属
し
ま
す
。
 

応
募
作
品
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

応
募
者
全
員
に
記
念
品
が
あ
り
ま
す
。
 

応
募
先
及
ひ
問
い
合
わ
せ
先
 

〒
腿
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号
 

福
岡
県
企
画
振
興
部
県
民
生
活
局
 

婦
人
対
策
課
 

量
 
〇
九
一
T
六
四
一
ー
四
七
三
七
 

」
ハ
五
一
ー
一
一
】
一
 

（
内
線
）
二
八
九
】
 鵬

 

金
田
中
一
年
 

古
 

屋
 

水
 

愛
 

n
自
動
車
事
故
被
害
者
に
 

国
が
さ
し
の
べ
る
援
護
の
手
廿
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
 

は
、
昭
和
 48 

年
7
月
国
が
設
置
 

し
た
運
輸
省
所
管
の
政
府
出
資
 

法
人
で
自
動
車
に
よ
る
被
害
者
 

及
び
家
族
に
次
の
援
護
業
務
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
 

付
け
」
 
の
ご
案
内
 

一
、
対
象
者
 

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
 

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
 

残
っ
た
者
の
子
弟
（
0
才
か
 

ら
中
学
校
を
卒
業
ま
で
の
幼
 

児
童
）
で
、
そ
の
保
護
者
が
 

住
民
税
を
納
め
て
い
な
い
等
 

の
一
定
の
要
件
に
合
致
す
る
 

も
の
 

二
、
貸
付
け
金
額
 

当
初
の
一
時
金
 

ニ
ニ
三
、
〇
〇
〇
円
 

貸
付
け
期
間
中
の
月
額
 

ニ
ハ
、
O
〇
〇
円
 

入
学
支
度
金
 三

六
、
〇
〇
〇
円
 

三
 

貸
付
け
期
間
 

貸
付
け
決
定
の
時
か
ら
中
学
 

校
を
卒
業
す
る
時
ま
で
 

四
、
利
子
 

無
利
子
 

五
、
返
還
方
法
 

貸
付
け
終
了
後
六
ケ
月
を
経
 

過
し
た
後
二
十
年
の
均
等
分
 

割
返
還
（
高
校
、
大
学
へ
進
 

学
の
と
き
は
卒
業
ま
で
猶
 

罵琶湖月航のうたノハレルヤノ陣ぐ日に／他 混 
声 

予） 

重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る
 

「
介
護
料
の
支
給
」
の
ご
案
内
 

一
、
対
象
者
 

自
動
車
事
故
で
脳
損
傷
、
脊
 

髄
損
傷
を
生
じ
た
方
で
一
定
 

の
基
準
に
合
致
す
る
者
 

二
、
支
給
額
 

入
院
は
一
日
に
つ
き
 

三
、
八
〇
〇
円
 

自
宅
は
一
日
に
つ
き
 

一
、
九
〇
〇
円
 

◆
問
い
合
わ
せ
先
 

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
三
 

丁
目
十
ー
十
七
隆
運
会
館
ビ
 

ル
三
階
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
 

福
岡
主
管
支
所
業
務
課
 

曾
0
9
2
 

4
5
1
 

デ幾 

"
'
"
‘
に
u

】→ 

'9金田町総合会館 
／目【土）PMG時半開演 

鉱
 

讐
 

頗

恥
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醜
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‘
に
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蝋
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贈
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町
 

田
 

金
 

匡
 田
 

第
五
篇
 

第
一
章
 
現
代
の
概
観
 

終
戦
直
後
の
占
領
政
策
は
、
 

日
本
の
軍
国
主
義
的
傾
向
を
一
 

掃
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
、
 

政
治
、
経
済
、
社
会
そ
の
他
各
 

方
面
に
於
い
て
旧
体
制
を
破
砕
 

し
、
民
主
主
義
を
育
成
す
る
こ
 

と
を
目
的
と
し
た
。
 

す
な
わ
ち
軍
隊
の
解
散
、
戦
 

犯
容
疑
者
の
逮
捕
、
特
高
警
察
 

の
廃
止
、
軍
国
主
義
者
の
公
職
 

追
放
、
財
閥
の
解
体
、
労
働
組
 

合
の
育
成
、
農
地
制
度
の
改
革
 

教
育
制
度
の
変
革
、
新
憲
法
の
 

制
定
等
が
矢
継
早
に
行
な
わ
れ
 

廃
櫨
と
、
虚
脱
の
中
に
残
さ
れ
 

た
日
本
経
済
を
復
興
さ
せ
る
こ
 

と
は
当
初
は
総
司
令
部
の
任
務
 

と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
 

国
民
は
秩
序
を
失
い
食
糧
危
機
 

と
イ
ン
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ
た
。
 

と
こ
ろ
が
二
年
足
ら
ず
の
間
 

一血 
史
 

現
 

代
 

に
国
際
情
勢
は
激
変
し
て
、
米
 

ソ
二
大
陣
容
の
対
立
が
次
第
に
 

明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
に
従
っ
 

て
、
占
領
政
策
は
転
換
し
て
先
 

ず
第
一
着
手
と
し
て
食
糧
放
出
 

に
よ
っ
て
社
会
不
安
を
解
消
す
 

る
こ
と
に
努
め
．
日
本
を
早
期
 

に
自
立
さ
せ
る
策
を
と
る
に
至
 

っ
た
。
 

た
ま
た
ま
朝
鮮
動
乱
が
昭
和
 

二
十
五
年
六
月
二
十
五
日
勃
発
 

し
た
。
こ
の
動
乱
に
伴
っ
て
日
 

米
経
済
協
力
が
進
め
ら
れ
、
日
 

本
経
済
は
一
時
的
活
況
を
呈
し
 

産
業
界
は
活
況
に
向
い
石
炭
の
 

需
要
も
急
増
し
て
、
昭
和
二
十
 

六
年
に
は
炭
価
上
昇
し
動
乱
ブ
 

ー
ム
を
証
歌
す
る
時
代
と
な
っ
 

た
。
昭
和
二
十
七
年
四
月
、
動
 

乱
ブ
ー
ム
の
反
動
と
輸
出
貿
易
 

は
諸
外
国
の
競
争
力
に
脅
か
さ
 

れ
は
じ
め
た
。
外
国
炭
の
輸
入
 

増
加
と
重
油
転
換
が
急
速
に
進
 

め
ら
れ
る
に
至
り
、
重
油
は
石
 

炭
市
場
を
侵
蝕
し
て
石
炭
の
大
 

き
な
脅
威
と
な
っ
た
。
二
十
八
 

年
、
政
府
は
炭
坑
の
合
理
化
を
 

重
要
施
策
と
し
て
押
し
進
め
、
 

郷
土
の
炭
坑
も
休
廃
止
の
運
命
 

を
辿
っ
て
い
っ
た
。
 

昭
和
二
十
九
年
に
は
政
府
の
 

デ
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
業
界
不
 

況
、
炭
価
暴
落
は
炭
坑
の
休
廃
 

山
に
拍
車
を
か
け
た
。
 
こ
う
し
 

て
失
業
者
が
続
出
す
る
に
至
っ
 

た
。
炭
坑
町
と
し
て
繁
栄
し
た
 

郷
土
は
一
転
し
て
暗
い
谷
間
に
 

あ
え
ぐ
町
と
な
り
、
そ
の
体
質
 

改
善
に
懸
命
の
努
力
を
余
儀
な
 

く
さ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
に
敗
 

れ
て
復
興
に
立
ち
あ
が
ら
ん
と
 

す
る
私
た
ち
の
町
は
再
び
冷
厳
 

な
燃
料
革
命
の
嵐
の
前
に
立
た
 

さ
れ
た
。
 

一
致
協
力
し
て
よ
り
 

よ
い
郷
土
の
建
設
に
立
ち
あ
が
 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
町
 

の
役
場
庁
舎
や
中
央
公
民
館
も
 

新
築
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
 

何
よ
り
広
い
気
持
を
も
ち
、
教
 

養
へ
の
研
鎖
を
重
ね
常
に
広
い
 

視
点
に
立
っ
て
勇
往
適
進
し
よ
 

う
。
そ
こ
に
必
ず
大
路
が
開
け
 

よ
う
。
 

（
以
下
次
号
）
 

昭
和
 64 
年
度
 

「
福
岡
県
青
年
の
船
」
 

団
 
員
 
募
 
集
 

ー
、
実
施
時
間
 

昭
和
 64 

年
5
月
 19 

日
か
ら
 

5
月
 30 

日
ま
で
 

2
、
訪
問
国
（
都
市
）
 

中
華
人
民
共
和
国
 

（
天
津
市
・
北
京
市
）
 

大
韓
民
国
 

（
仁
川
市
・
ソ
ウ
ル
市
・
 

水
原
市
）
 

3
、
募
集
人
員
 

一
般
団
員
 

班
 

長
 

4
、
年
 
齢
 

3
0
0
人
 

1
8
人
 

一
般
団
員
 
18 

ー
 30 

歳
 

班
 

長
 
26 

ー
 35 

歳
 

5
、
負
担
金
 

9
万
円
（
班
長
は
免
除
）
 

6
、
募
集
期
間
 

昭
和
 63 

年
 11 

月
 25 

日
か
ら
 

昭
和
 64 

年
ー
月
 24 

日
ま
で
 

7
、
応
募
用
紙
の
配
付
 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

8
，
問
い
合
せ
先
 

福
岡
県
企
画
振
興
部
 

県
民
生
活
局
 

青
少
年
対
策
課
 

賓
6
4
1
1
4
7
4
0
 

昭和 
63
 

年
度
 

個
人
事
業
税
第
ニ
期
の
 

納
付
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
 

昭
和
 62 

年
度
個
人
事
業
税
第
 

2
期
の
納
期
限
は
 11 

月
 30 

日
と
 

な
っ
て
い
ま
す
J
 

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
 

だ
き
ま
す
よ
う
御
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

福
岡
県
田
川
財
務
事
務
所
 

電
話
（
〇
九
四
七
）
 

四
四
ー
八
一
一
一
番
代
 

芸
能
発
表
会
の
 

お

知

ら

せ

グ

 

本
年
も
同
和
教
育
の
一
環
と
 

し
て
各
地
区
に
於
て
各
種
の
学
 

級
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

日
頃
の
練
習
の
成
果
と
お
互
の
 

研
修
を
主
旨
と
し
て
芸
能
発
表
 

会
を
次
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
 

の
で
多
数
ご
観
覧
下
さ
い
ま
す
 

よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

二
 
日
時
 

昭
和
 63 

年
 11 

月
 20 

日
 

】
、
場
所
 

12 

時
よ
り
 

金
田
町
総
合
会
館
 

お
 

礼
 

有
限
会
社
大
和
建
設
 

社
長
 
安
方
 

一
夫
 

殿
 

右
の
方
よ
り
会
社
創
立
十
周
 

年
記
念
事
業
と
し
て
左
記
の
物
 

を
中
央
公
民
館
に
寄
贈
し
て
載
 

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

記
 

一
、
物
件
名
 

カ
ワ
イ
ピ
ア
ノ
 

】
台
 

金
田
町
教
育
委
員
会
 

11月3日は文化の日。 

昭和21年のこの日に新憲法が公 

布され、日本が戦争放棄宜言をし 

たのを記念して平和への意思を基 

礎とした文化をすすめるために制 

定された国民の祝日です。 

この日は昔の明治節と同じ日な 

ので、ご年配の方の中には、明治 

時代に文明開化が始まったのにち 

なんだ日と思っている方もいるよ 

うです。 

文化の日を中心に、文化勲章の 

授与式、芸術祭、国民体育大会な 

どが行われるほか、各地でさまぎ 

まな行事が催されます。 

ところで、文化とは何かと聞か 

れるとむずかしいのですが、この 

言葉はなんとなく快い響きをもっ 

ているので、かって、わたしたち 

の身の廻りには文化住宅、文化包 

丁、文化鍋など、文化という言葉 

がはんらんしたことがあります。 

そして、最近は第三の文化時代 

ともいわれています。まず明治維 

新の文明開化、次に戦後の文化国 

家建設、そして、いまは経済優先 

から文化優先の時代へ、というわ 

けです。 

それにしても、ゆとりがなくて 

は文化どころではありません。 

11月は 

「ゆとり創造月間」です。 

昭和60年10月15日の経済対策閣 

僚会議で、内需拡大に関する対策 

として週休二 

日制普及のた 

めに、11月を 

「ゆとり創造 

月間」とする 

ことが決めら 

れました0 

廃
紗
 

綴
 

の
 

」 

警に 
ぼ
 

く福岡県高齢者 
総合相談センター〉 

福岡県シルノ，、 
110番 

公(092)76I-6I61 

あ
り
が
と
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

石
橋
 
八
重
子
 

渡
辺
 
光
 
男
 

犬
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